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序

文化財は祖先の営みを私達に伝えてくれる語り部であり、過去だ

けではなく、現在の文化を理解するためにも重要なものです。なか

でも埋蔵文化財は地域の歴史に深く関係しており、郷土をよりよく

理解するための鍵であるといえましょう。

このたび調査の行われた五郎丸遺跡は、過去の調査で古代・中世

の資料が数多く出土し、古くから拓けた集落であることが確認され

ました。

今回の調査でも、古代を中心に数多くの遺物が出土し、常願寺川

扇状地扇端部における古代・中世の開発状況をより詳しく知るため

の貴重な資料が得られましたO

この報告書がより多くの方々に活用され、地域の歴史と文化の理

解に役立てば幸いです。

終わりになりましたが、調査実施に当たり御協力をいただいた富

山県と地元や諸方の皆様に衷心より感謝申し上げます。

平成11年3月

立山町教育委員会

教育長堀田 賓



例面

1.本書は立山町第2五郎丸企業団地の造成に先立つ、富山県中新川郡立山町五郎丸遺跡の発掘調査報告書である。

2.調査は立山町教育委員会が実施した。

3.現地調査は、第2次調査が平成8年11月11日～同年12月6日の延べ12日間、第3次調査が平成9年4月21日一同

年8月4日の延べ44日聞に行った。その後、報告書作成は平成11年3月31日までに行った。発掘面積は3,800m2で、

ある。

4.調杢事務局は立山町教育委員会に置き、社会教育課主事三鍋秀典が事務を担当、社会教育課長問上寛（平成8年）、

奥村忠彰（平成9年）が総括した。

5.調査担当者は、立山町教育委員会社会教育課主事三鍋秀典と立山町教育委員会学芸員柴垣智子、立山町教育委員

会臨時調査員新本真之・中島義人である。

6.調査にあたり、富山県教育委員会文化課・富山県埋蔵文化財センターから有益な御教示をいただいた。古代及び

中世の土師器については宇野隆夫氏（富山大学教授）に御教示をいただいた。記して謝意を表します。

7.遺物の注記は「TGR」とし、次にグリッド名・層位・日付のJI匿に付した。

8.遺物整理・実測・製図は三鍋・新本が中心となり、河合忍・田中幸生（富山大学大学院生）、三浦智徳・磯村愛子・

砂田晋司・遠野いずみ・渡辺樹・表原孝好・片桐清恵、.JI I端良招・不嶋美穂・的場茂晃・山口欧志（富山大学学生）

が協力した。

9.本書の編集・執筆は三鍋・新本が担当した。
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I 遺跡の位置と周辺の遺跡

立山町は富山県の東I与部に位置し、立山連峰にj原を発する常願寺川によって形成された、広大な扇状地上に拓けた

町である。西は富山市、東は長野県大町市に接し、東西約43km、南北21回、面積は308ばである。

地勢は、三角州や扇状地から河岸段丘・丘陵・溶岩台地さらには山岳高地にまでおよぶ多様な地形が、標高約lOm

から3,000mにかけて展開している。東南部には立山を主峰とする北アルプスの山々が連なり、中央部はそこから続

く山地正陵もしくは河岸段丘、北西部が平野部である。

このため、自然環境も変化に富んでおり、植生の面からは大きく 4区分できる。

標高400m以下は暖温帯の照葉樹林帯に属し、かつて重要な食料資源であったカシ類が多い。

これに続いて標高600m～700m主では暖嵐帯の落葉樹林帯に属し、カシ類にまさる企業↓資源であるクヌギ・ゴナ

ラ・クリ類の成育帯で、シカ・イノシシ・ウサギ等の動物が育つ場でもあるc

さらに標高l,500mまではブナ類の茂る冷温帯落葉樹林帯、 l,500m以上は亜寒帯針葉樹林帯となっている。

今凪調査を行った五郎丸遺跡の所在する町北部地域は、常願寺川扇状地の扇端部にあたる。遺跡は、現在の五郎丸

集落とその周辺を含み、高野川左岸の微高地上に位置する。

周辺には縄文時代から中・近世に至るまで、ほぽ切れ同なく遺跡が存在する。

これらの遺跡の中で、今回調査を行った遺跡に関連のあるものとしては、曽我遺跡（縄文）、利回横枕遺跡・日水

遺跡・鉾ノ木I遺跡・横沢I遺跡（縄文～近世）、横沢E遺跡（縄文・古代～近世）、利回堀田遺跡・利回高見遺跡（古

代一中世）、総曲輪遺跡（古代一近世）などがあげられる。

II 調査に至る経緯

遺跡は、以前から多くの縄文土器が抹集されており、『立山町史』には五郎丸地区での遺物の散布状況が記載され

ている。

平成4年度、五郎丸第2企業団地造成に関する申請が提出された。これを受けて立山町教育委員会が試掘調査を実

施し、旧河川跡や柱穴などの遺構と多数の遺物を検出した。

第1次調査（平成6年度）

一昨年の試掘調査結果をふまえて、建物にかかる敷地約SOOm＇を対象として記録保存調査を実施した。この調査で、

同遺跡が古代及び中世の集落跡であることが判明した。

第2次調査（平成8年度）

開発計画見直しをうけ、開発予定地内に広がる遺跡全体（河川跡の西伯｜］）の記録保存調査を 2年聞をかけて実施す

ることを決定した。初年度の調査面積は約1,000m2、調査期間は11月11日一12月6日の延べ12日間である。

第3次調査（平成9年度）

昨年に引き続き開発予定地北半の記録保存調査を実施した。調査面積は約2,800m'、調整期間は4月21Fl~ 8月4

日の珪べ44日間である。 （三鍋）
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第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡 1.五郎丸遺跡 2.横沢I遺跡 3.横沢E遺跡 4.利回横枕遺跡
5. 日水遺跡 6.浦田遺跡 7.辻遺跡 8.上末古窯跡群 9.仏生寺城跡

2 
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m 調査概要
1 .立地と層序（第2・3図）

五郎丸遺跡は、富山地方鉄道越中舟橋駅の南2km、立山町五郎丸に所在する。一帯は、常願寺川扇状地の末端部湧

水地帯にあたる。遺跡の東側一帯には高野川・栃津川などの中小河川iが流入して、三角州・小支谷・自然堤防等の複

雑な地形を形成している。

遺跡は高野川左岸の小支谷によって開訴された微高地上に立地する。遺跡の規模は、昭和62年に実施された分布調

企で、荷北310m、東西290mにわたって広がっていることが確認されており、標高は27m前後で、ある。調査対象地区は

水田として利用されていた。

層序は、第1層・賛褐色土、第2層・暗茶褐色士、第3層・暗オリーブ褐色士、第4層・黒褐色土、第5層・黄褐

色土の順で堆積している。暗茶褐色土層l土平均30cm、暗オリーブ褐色土層は20～40cmで、西側ほど厚く、黒褐色士層は

20～ 30cmの厚さで堆積している。

第4層・黒褐色土が遺物包含閣であり、遺構内の堆積土も基本的には黒褐色土である。

2.遺構（第3図）

流路1

調査区東側で検出された。南北に走る大溝で、さらに調査区外へと延びていることから、 1994年度調査区の流路1

へとつながるものと考えられる。東壁に切られているため正確な幅は不明であるが、幅広な地点では13mを越える。

深さはX7-9ラインで極端に浅くなり、 X20ラインでは80cmを測る。

覆土は、第 1層・黒褐色土、第2層・ H音茶褐色士、第3層・茶褐色土の順で堆積している。

遺物は、第2層から縄文土器（第4図9）が、第1層から縄文土器（第4図8. 11) ・須恵器杯A （第7図62）が

出土している。

流路2

調査区の西半で検出された。北西から商へと緩く弧を描きながら走る大溝で、さらに調査区外へと延びていること

から、 1994年度調査区の流路2へとつながるものと考えられる。幅は2.5m～12mを測り、深さはXニ20ラインでl.5m

を測る。

覆土は、第1層・黒褐色士、第2層・茶褐色土のJI［百で堆積している。

遺物は、第1層から須恵器杯蓋（第6図32) ・須恵器杯（第8図74) ・土師器蓋（第10図93）が出土している。

SKOl 

調査区の南：T：、 X5、Y4・5区で検出された。半面形態は長方形を里し、長軸3.8m・短軸l.5mを測る。断面形

態は皿状で、深さはlOcmを測る。

覆土は、黄褐色土混じり暗褐色土の単層で、須恵器杯蓋（第6閑33）が出土している。

また、東西に走る3本の小溝と重複している。
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3.遺物（第4図～第11図）

(1) 縄文時代の遺物（第 4 図 i~ 第 5 図24)

縄波時代の遺物は、後期後葉から晩期に属するものがほとんどであり、調査区北東隅のX26-28 ・ y5~9 区の黒

褐色土層及び流路1を中心に出土している。

土器（第4図1～第5図19)

8・9・11は流路1からの出土、 1は表面採集、その他は遺物包含層からの出土である。

中期前葉（第4凶l） 

1は深鉢の胴部破片で、、縄文地文の上に半裁竹管で直曲線を施す。真脇遺跡に類例が見られ、新崎式に比定できる。

後期後葉（第4図2・3)

2f土肩部で強く屈曲し、口縁部は内傾しながら外反して波状を呈する。口縁部には4条の平行沈線を施し、肩部に

は磨消しによる無丈帝が巡る。

3は口縁部が内屈し、大小4単位ずつの波状口縁を持つ深鉢である。小波状の下部には口縁を巡る 3条の沈線とそ

れを寸断する縦位の短い隆帯を張り付け、隆帯の中央には縦位短沈椋を施す。肩部には磨消しによる無文帯が巡り、

その下端には2条の沈線を施す。外商にはススが付着している。

後期末葉（第4図4～6)

4は胴部が屈曲して口縁がほぼ垂直に立ち上がり、端部で強く外反する浅鉢である。口縁端部には連続刺突文を施

し、口縁部には背向弧文とそれを寸断する 5条の縦位短沈線を施す。外面にはススが付着している。

5は口縁部が波状を呈する異形土器で、手倍り形土器の口f能性を持つ。口縁部には5条の縦位弧線や隆帯を施し、

口縁の一部と1阿部の縄文地文を磨り消している。内面は丁寧に研磨している。

6は胴部が属曲し、口縁部は内傾する浅鉢で、口縁部には3条の沈線を施し、屈曲部の直上には斜位の短沈繰が巡

る。

晩期中葉（第4図7・8)

7は胴部が屈曲して口縁がやや外傾して立ち上がる浅鉢で、口縁部には縦横の降帯を施し、それらに区両されるよ

うに上下2沈糠聞に横長の列点丈を施す。口縁部内面下端には 1条の沈線が巡る。

8は口縁部が「く」の字状を呈する深鉢で、上半が緩やかに張る胴部を持つ。頚部の2条の沈線聞に列点文を施し、

肩部には磨消しによる無文帯が巡る。胴部上半には沈線や列点文、上放弧文・下放弧文を施す。胴部外面にはススが

付着している。

粗製土器（第4図9-12、第5図13～16)

9は無丈の鉢で、口径23cm、器高20cmを測る。

10-12は縄文地丈の探鉢で、口縁部を磨り消して証文とする。 10・12はii縁部が内湾し、 11は口縁部が外傾する。

また10の無文部は幅広で、 11・12は幅扶で、ある。富山県滑川市本江遺跡深鉢P類に類似し、後期後葉に属する可能性

が高い。

13は縄丈地文の深鉢で、口径は14cmを測る。外面にはススが付着している。

14～16は条痕地文の深鉢で、 15ば巻貝、 16は二枚貝を原体とする。 15・16は口縁端部に斜方向の刻みを施し、外面

にはススが付着している。
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土器底部（第5図17-19)

土器底部は全て網代圧痕のもので、木葉圧痕・スダレ状圧痕のものは確認できなかった。 17は「3本越え 2本潜り

1本送り」型式で、 18は「2本越え 1本潜り 1本送り」型式のものである。 19は横位縄文を地文とし、胴部下端にケ

ズリを施すことから天王山式に属する可能性がある。

石器（第5図20～24)

20・21・24は流路1から、他は包含層からの出土である。

打製石斧（第5図20-22)

20は安山岩製で、平面形は短冊型を呈する。残存長12.5cm、最大幅7.2cmで、刃部を欠損する。

21は凝灰岩製で、平面形は短冊型を呈する。残存長8.2cm、最大幅7.Scmで、基部を欠損する。

22は頁岩製で、平面形は分銅型を呈する。最大長14.5cm、最大幅9cmで、側縁は使用により摩滅している。

磨石（第5図23)

23は砂岩製で、残存長8.6cm、最大幅5.Scmを測る。先端及び両側面付近に敵打痕を有する。

磨製石斧（第5図24)

24は蛇紋岩製で、形態は定角式である。基部、刃部ともに大きく欠損しており、表面には無数の掻痕を残す。

(2）弥生時代後期～古墳時代初頭（第5図25)

弥生時代後期～古墳時代初頭の遺物は、有孔磨製石鎌1点のみである。粘板岩製の無茎凹基鍛で、残存長2.5畑、

最大幅1.7cmを測り、刃部を欠損している。管見の限り、富山県内での磨製石鍛の出土は布目沢北遺跡例のみであり、

有孔磨製石鎌の出土は初例と考えられる。

(3）古代の遺物（第6図～10図）

古代の遺物は、 8世紀後半～ 9世紀前半に属するものが大半を占め、調査区中央Xl6以北を中心に出土している。

また、土器の調整技法には、ハケメ調整・ヘラミガキ調整・ナデ調整・ヘラケズリ調整などがあるが、以下の記述で

は「調整」を省略し、単に「ハケメ」「ヘラミガキ」「ナデ」「ヘラケズリ」……と記す。

須恵器（第6図～第9図）

杯蓋・杯・壷・瓶・聾がある。

杯蓋（第6図26-51)

32は流路2、33はSKOlからの出士、 50は表面採集資料、その他は遺物包含層からの出土である。

26・27は宝珠形のつまみを持つ蓋で、頂部外面に回転ヘラケズリを行ったのち、ロクロナデを施す。 26の焼成は軟

質である。

28-33は天井部が平坦で、口縁部との境に段を持つ。口縁端部の断面は、 28が丸みを帯びた三角形を呈し、 29は折

り曲げ、 30～32は外反する。 28は肩部に回転ヘラケズリを施す。 29は頂部外面に回転ヘラケズリを施した後、全面に

ロクロナデを施す。 31は頂部外面に回転ヘラケズリを行ったのち、ナデを施す。 32は縁端部の外面に自然柚がかかる。

33は頂部と肩部に回転ヘラケズリを施す。

34～41は天井部が丸みをもって緩やかに口縁部に至る。口縁端部の断面は、 34-38が三角形を呈し、 39-41は外反

する。 34は宝珠形のつまみを持ち、頂部に匝転ヘラケズリを施したのち、全面にロクロナデを施す。 35は全面にロク

- 8一



ロナデを施す。 36は肩部に回転ヘラケズリを施し、縁端部外面に自然軸がかかる。 37は頂部と肩部に回転ヘラケズリ

を施し、縁端部外面に自然紬がかかる。 38は頂部に回転ヘラケズリを施し、外面全体に自然粕がかかる。 39は肩部に

回転ヘラケズリを施す。 40は頂部と肩部に回転ヘラケズリを施し、焼成は軟質である。 41は頂部に回転ヘラケズリを

施したのち、全面にロクロナデを施す。

42-49は天井部が丸みを持ち、口縁部との境に段がある。口縁端部の断面は、 42が三角形を呈し、 43～47は折り曲

げ、 48・49は外反する。 42は頂部と肩部に匝転ヘラケズリを施す。 43は頂部を糸切りしたのち、頂部から肩部に回転

ヘラケズリを施す。 44は頂部と肩部に回転ヘラケズリを行ったのち、全面にロクロナデを施す。 45は縁端部外面に自

然紬がかかる。 49は頂部をヘラ切りしたのちロクロナデを施す。

50・51は全体に扇平で、口縁端部の断面は三角形を呈する。 50は低平でボタン状に近い宝珠形のつまみをもち、頂

部から肩部に回転ヘラケズリを施す。 51の焼成は軟質である。

これらの蓋の内面の調整はいずれもロクロナデである。

26-51は8世紀第4四半期から 9世紀第 1四半期のものと考えられるが、 43は9世紀後半の可能性もある。

なお口径が計測できたのは23点で、 llcm台のものが2点、 12cm台のものが8点、 13cm台のものが7点、 15cm台のも

のが4点、 18cm台のものがl点、 19cm台のものが1点である。

杯（第7図52-67・第8図68-82)

第7図52-60は杯Bで、いずれも遺物包含層からの出土である。

高台はすべて貼り付けており、高台端面の傾斜は、 53・55が内傾し、その他は水平である。体部は内外面ともにロ

クロナデを施す。底部は54・57は回転ヘラ切り後、ロクロナデとナデを併用し、その他はロクロナデを施す。 60の体

部外面には自然軸がかかる。

52～60はいずれも 8世紀後半から 9世紀前半のものと考えられる。

口径が計測できた破片は 6点で、 12cm・ 13cm ・ 15cm台のものが各2点ずつである。

第7図61-67は杯Aで、 62は流路lから出土しており、その他は遺物包含層からの出土である。

体部内外面にはすべてロクロナデを施し、 62・64～67の底部は回転ヘラ切りしたのちに不定方向のナデを施す。

いずれも 8世紀後半から 9世紀前半のものと考えられる。

口径が計測できた破片は4点で、 llcm台が1点、 12cm台が3点である。

第8図68-82は杯口縁部破片で、 74は流路2から出土しており、その他は遺物包含層からの出土である。

調整は内外面ともにすべてロクロナデを施す。 78-82は法量が大きく、杯Bの可能性が高い。 78の体部外面には自

然柚がかかる。

いずれも 8世紀後半から 9世紀代のものと考えられる。

口径が計測できた破片は15点で、 llcm台が6点、 13cm台が5点、 14cm台が1点、 15cm台が2点、 22cm台が1点であ

る。

壷（第9図83～85)

すべて遺物包含層からの出土である。

83は査の口縁部で、内外面にロクロナデを施し、口径はlOcmを測る。 84は査の底部で、底部内外面はナデを施し、

体部内外面にはロクロナデを施す。高台は八の字形に聞き、下端接地面が平坦で、高台径は12.4cmを測る。 85は直口

査で、体部外面には 3cmあたり 8条の格子状町き目、内面には同心円文を施す。口縁部内外面と体部外面に自然柑が

かかっており、口縁部の調整は不明で、ある。口径は13.6cmを測る。

83は9世紀第 1四半期、 84は8世紀後半から 9世紀前半、 85は9-10世紀の上末窯製品には格子状叩き目がほとん

- 9一
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ど見られないことから、 8世紀代のものと考えられる。

瓶（第9図86)

86は横瓶の頭部から肩部にかけての破片で、遺物包含層からの出土である。体部外面は摩耗が激しく調整は不明で、

内面には同心円丈を施す。頚部外面に自然柚がかかる。

聾（第9図87・88)

87・88ともに遺物包含層からの出土である。

口縁端面が外面とほぼ直角をなしてわずかに内側に肥厚する。内外面にはロクロナデを施し、87は口縁部破片で、

口縁部は外反し、縁端部はわずかに肥厚する。口縁部外面口径は23.6cmを測る。 88は口縁部から体部上半の破片で、

さらに2条の波状丈を施文する。体部外面には縦方向の平行叩き、内面には同心円は平行叩き後ロクロナデを施し、

文を施す。口径は23cmを測る。

87は9世紀代、 88は8世紀代のものと考えられる。

土師器（第10図89~97)

椀・聾がある。

椀（第10図89)

体部から底部にかけての破片で、遺物包含層からの出土である。底部は糸切り無調整で、体部内外面にはロクロナ

9世紀代のものと考えられる。デを施す。

聾（第10図90-97)

93は流路2から、他は遺物包含層からの出土である。

90・94・95・97は外方に延びた口縁端部をつまみ上げ、斜上方に面取りをする。 90は内外面に回転ナデを施す。 94

の外面は摩滅により調整は不明で、内面には回転ナデを施す。 95は内外面に回転ナデを施し、口唇部に炭化物が付着

する。 97は外面にカキメを施したのち、口縁部に回転ナデを施す。内面には回転ナデを施し、炭化物が付着する。 91・

96は外傾する口縁を上方に軽くつまみ上げて面取りし、内面にハケメ、外面に回転ナデを施す。 96は内外面に炭化物

が付着する。 92・93は底部破片で、体部外面にケズリを施す。 93の底部には糸切り痕が残る。

ぶ議込←~てク93＼ 
、、＼＼、，，..

＼ミ壮士ごジ令2

いずれも 8世紀後半～ 9世紀代のものと考えられる。
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(4) 中世の遺物（第11図）

土師器（第11図98～110)

すべて遺物包含層からの出土である。

98は、やや分厚い体部と、若干内湾する口縁部をもっ。全体に摩滅するため、ナデ調整が一段であるか、二段であ

るかは、はっきりしなかった。 12世紀後半～13世紀代のものと考えられる。

99は、やや薄手の体部と、わずかに肥厚する口縁部をもっO 一段のナデ調整を施す。 13世紀～14世紀代のものと考

えられる。

100は、内湾する体部と、シャープに仕上げる口縁部をもっ。ナデ調整が一段であるか、二段であるかは、はっき

りしなかった。 12世紀末一13世紀前半のものと考えられる。

101は、内湾する体部と、丸くおさめる口縁部をもっ。内外面ともに二次的な被熱を受けており、全体に煤が分厚

く付着していた。 15世紀～16世紀代のものと考えられる。

102は、直線的にのびる長い口縁部をもっO 一段のナデ調整を施す。 14世紀代のものと考えられる。

103は、内湾する体部と、外傾する口縁部をもっO 二段のナデ調整を施す。 13世紀代のものと考えられる。

104は、外反する体部と、丸くおさめる口縁部をもっO 一段のナデ調整を施す。 13世紀～14世紀代のものと考えら

れる。

105は、外反する体部と、シャープに仕上げる口縁部をもっ。一段のナデ調整を施す。 15世紀前半のものと考えら

れる。

106は、強くつままれる口縁部をもっO 三段のナデ調整を施す。 13世紀代のものと考えられる。

107は、屈曲する体部と、つまみ上げる口縁部をもっ。ナデ調整が一段であるか、二段であるかは、はっきりしなかっ

た。 13世紀前半のものと考えられる。

108は、屈曲する体部と、つまみ上げる口縁部をもっ。二段のナデ調整を施す。 15世紀代のものと考えられる。

109は、内湾する体部と、シャープに仕上げる口縁部をもっ。三段のナデ調整を施す。 12世紀末～15世紀初頭のも

のと考えられる。

110は、外方にシャープにつまむ口縁部をもっ。二段のナデ調整を施す。 15世紀一16世紀代のものと考えられる。

中国陶磁（第11図111)

遺物包含層からの出土である。

111は、青磁合子身で、丸く内湾する体部をもっO 体部外面には、型押により成形された凸部がならぶ。 15世紀代

のものと考えられる。

珠洲（第11図112・113)

措鉢がある。いずれも遺物包含層からの出土である。

112は、やや外方に聞く体部をもっO 卸目は2.2cmの原体に 9条ある。 13世紀代のものと考えられる。

113は、やや外方に聞く体部と、端面を形成する口縁部をもっO 卸目は2.7cmの原体に20条ある。 13世紀前半のもの

と考えられる。

八尾（第11図114)

蓋がある。遺物包含層からの出土である。

114は、外方に聞く体部をもっO 14世紀～15世紀代のものと考えられる。 （新本）
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N 調査成果

第2・3次の調査で得られた新知見は以下の通りである。

1.遺跡は、古代および、中｜片の集落跡と考えられる。ただし、第1次調査地区に比べると、中世の遺物量は激減して

おり、中世集落に関してははずれにあたるものと推定する。

2.調査区には、南北方向に流れる 2本の流路があり、このうち東側の流路が集落の東端を限るものと考えられる。

なお、今回の調査地区からは建物などの遺構が全く検出されず、集落域の最外郭部分にあたるものと考える。

3.縄文時代の遺物は、極少量であり、全て流路および遺物包含層からの出土である。後期後一末葉に盛期があった

可能性は考えられるが、集落の存在などについては周辺の調査を待ちたい。

4.古代の遺物は、遺構内から出土したものは少なく、ほとんどが流路および遺物包含層からの出土である。

須恵器の時期は 8-9 Ill:紀代が中心で、特に8世紀後半代から 9世紀のものが主流を占めるc

土師器は量的には少ないが、時期は須恵器同様に 8世紀後半から 9世紀代のものが主流を占める。

5. 中・近世の遺物は、全て流路および遺物包含層からの出土で、 12～ 16世紀代までのものがあるが、 12～131片紀代

に量的にピークを持つ。土師器皿・青磁・珠洲焼・八尾焼などがある。

以上の調査成果に、第1次調査（平成6年度）の調査成果をあわせて考察すると、次のような推論が導かれる。

①遺跡は、古代（8世紀代2四半期一 9世紀前半）集落と中世（12-13世紀）集落の複合遺跡である。

②調査区は、遺構がごく少ないことから、古代中世ともに集落の端にあたるものと考えられる。

③古代集落は、その存続期間（ 8世紀代2四半期一 9世紀前半）から、「越中国新川群大荊村墾田地図」（767）に

名前のみえる「川枯郷」またはその周辺集落である可能性が高い。

④ 中世集落は、その存続期間（12-16世紀）から、現在の五郎丸集落の母体となった村であろうと推定する。ただ

し、この集落と古代集落との聞には断絶期間があるため、 12世紀（鎌倉時代）に新たに築かれた村であろう。

なお余談になるが、王郎丸集落には現在も「村の名前は曽我：fl郎によって開墾された故事に由来する。」という言

い伝えが性きており、今日の調査によって判明した村の始まりと符合する。歴史的事実が形を変えて語り伝えられた

一例といえるのではあるまいか。 （三鍋）
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